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日本藻類学会第9回大会プログラム

(1 985) 

学会会長 千原光雄

大会会長小林 弘

期 昭和60年3月28日(木)'"" 3月29日(金)

場 東京学芸大学図書館 AVホール
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日本簿類学会第 9回大会プログラム

第1日目 (3月28日)

8 : 50 大会会長挨拶 小 林 弘

講 演(午前の部)

9:00(1) 千葉県九十九里浜木戸川河口域の藻類について

0鳩貝太郎*・藤田隆夫紳・井浦宏司料*・吉崎 誠材料(*船橋市立船橋高，料日大習志

野高***習志野市役所・総務課，材料東邦大・理・生)

9 : 15 (2) 褐濠フグロノリとその近縁詳の生活史と分類の研究

0松江和則・千原光雄(筑波大・生物科学系)
9 :30 (3) 管状藻グピレミドロの細胞援多糖と属の分類上の位置について

前田昌徹*・0福士由紀子ホ・原田直接作・高原隆明料・千原光雄料*(*埼玉大・理， 林専

修大・商，紳*筑波大・生物科学系)

9:45(4) 性親和性から観察されるネパール地域と沖縄産 Goniumpectoraleの類似性

斎藤捷一(阪大・教養・生)

10 : 00 (5) 北海道の椴性温泉におけるイデユコゴメの分布と生態

10 : 15 (6) 

0長島秀行本・福問育二自11*・黒岩?吉祥紳(ホ東京理科大・理・生，料基生研)

単細胞オオヒゲマワリ目 Pseudocarteriapeterhofiensisの形態と生活史について

。須問彰一郎*・波辺 信料(*日本エヌ・ユー・エス側，料国立公害研)

展示講演

10: 30 (7) ホソエガサ Acetabulariacalyculusのランプブラシ染色体

石川依久子(阪大・教美・生)

10:45(8) 電顕，後光顕によるユーグレナのfロプラスチドの観察(プロプラスチドの形態及び核様体の挙

動)

O塚田晋也*・角田修次*・江原友子*・長船皆斎*・長谷栄二材(*東医大・微生， 紳帝京

大・医)

講 演

11:00(9) マングロープ林内河川域の藻類相E

0南雲 保*・原 慶明**・千原光雄料(*日本歯大・生，紳筑波大・生物科学系)

11 : 15 (10) 付着藻の現存量と優占種

福島 博*・小林艶子紳・寺尾公子*・志村直美*・ 0矢部さち子*林(*東女体大**横浜

市大・文理・生*紳神奈川薬剤師会・公害衛試)

11 : 30 (11) 海藻・海草植生と環境の関係を求める試み

須藤俊造

11 : 45 (12) 日本産いわゆるアラメについて

新自奇盛敏

12 :自由-13:自由(昼休み)

展示講演(午後の部)

13 : 00 (13) 緑藻オオハネモの配偶子接合過程の電顕的解析

0堀輝三(筑波大・生物科学系)

13 : 15 (14) Epithemia adnata (KUTZ.) BR企B.とEpithemiaargus (EHR.) KUTZ.について



0小林秀明・小林弘(東学大・生)

講 演

13 : 30 (15) 本邦新産の4種の淡水藻類について

秋山優(島根大・教育・生)

13 : 45 (16) 粘液細菌 AのIXOCOCCUSxanthusによるラン藻細菌の溶解
0山本鎗子*・ダフト， M. J.料(水明大・農，特Dundee大)

14: 00 (17) ミカヅキモの核の DNA量 I.栄養増殖時と配偶子形成時における核相の変化
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0潰閏 仁h 石田政弘**・斎藤真弘(*富山医薬大・医・保健医学，料京大・原子炉実験

所)

14 : 15 (18) 

14 : 30 (19) 

14 : 45 (20) 

15 : 00 (21) 

隠岐島に於ける深海フロラ

梶村光男(島根大・理・臨海)

青森県東悶沢産ヒメヒピロウドの生活史

能登谷正浩(青森県水産増殖センター)

羽状ケイ藻 Achnanthesbr，仰 iPesAG. var. intermedia (KuTZ.) CLEVEの変異性

小林艶子*・福島 問料・0寺尾公子**(*横浜市大・文理・生，料東女体大)

汚濁指標珪藻 Nauiculaminimaと近縁苦手の分類と生態 (3)培養集団の形態的性質

0高松雅子*・吉武佐紀子料・丸山 晃本料・小林艶子本・福島 博材料(*横浜市大・文理

・生，料神奈川歯大・生，料水東大・応微研，材料東女体大)

展示講演

15 : 15 (22) Nauicula at抑制 (KUTZ.)GRUN.の種の範聞について

0真山茂樹・小林弘(東学大・生)

15 : 30 (23) 褐藻ニセフトモズタ(ナガマツモ目)の生活史について

川井浩史(北大・理・植)

15: 45-16 :叩(休憩)

16 : 00 (24) 

16 : 15 (25) 

16 : 30 (26) 

16 : 45 (27) 

日本産プロテグトカルフ。ス属(シオミドロ科・褐藻類)の一種の分類

回中次郎(国立科学博物館)

ホンダワラ類の成熟におよぽす温度の影響

小河久朗(東北大・農・水産)

コンブ類の子のう斑形成に見られる規則性 (2)チヂミコンブ(1年目)の場合

川嶋昭二(函館水試)

アオサ・アオノリ類の色素体偏在

右田清治(長崎大・水産)

総 会 (17: 30-18 : 30) 

懇 親 会(第2むさしのホール2階， 18: 30-20 : 30) 

第2日目 (3月29日)

9 : 00 (28) 

9 : 15 (29) 

9 : 30 (30) 

講 演(午前の部)

石灰紅言葉ケコナハダとオオシコロの石灰化と有機基質との関連について

0白戸 商ホ・和田徳雄紳・岡崎:.!!:視*(*東学大・生，料都立雪谷高)

ホソメコンプの各部分の光合成速度および呼吸速度の季節変化

0松山恵二・金子孝(北海道立中央水試)

エゾヤハズの生活史についての顕微測光法的研究
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0大森長郎・橋田順子(山陽学園短大)
9 : 45 (31) マレーシア産淡水紅昔話オオイシソウ属の 1種について

瀬戸良三(神戸女子学院大学研究所)

10 : 00 (32) 高架水槽に発生した球状の務塊

10 : 15 (33) 

0綿貫知彦*・木村憲司料(*神奈川衛研，料水道機工株)

ブラジルの淡水産紅藻.アマゾネス州およびミナスジェライス州のカワモヅグ属の2新種

0熊野 茂*・ネッシィ， O. Jr.判(*神戸大・理・生，紳ブラジル植物研究所)

展示講演

10 : 30 (34) 鼓昔話類オニノカナボウの生活環における諸形質の観察

0市村時宜*・笠井文絵紳(キ東大・応微研，紳国立公害研)

10 : 45 (35) 本書11産 Step加nodiscus属数種について

0井上裕喜・小林弘(東学大・生)

講 演

11 : 00 (36) アラメ・カジメ群落の生産構造にっし、て

0前川行幸・喜凹和四郎(三重大・水産)
11 : 15 (37) アラメ・カジメ群tftにおける年級群交代について

0前川行幸・喜田和四郎(三重大・水産)

11 : 30 (38) Gonium sociale (緑藻・オオヒゲマワリ目)の接合子の発芽について

野崎久義(慶応義塾高)

11 : 45 (39) 渦鞭毛藻の l新科Diplopsaliaceae

0鳥海三郎本・斉藤 実紳・根本敬久柿*(*横浜市立東高，料横浜国大・教，紳*東大・海

洋研)

12 :自由-13:叩(昼休み)

講 演(午後の部)

13 : 00 (40) ナガマツモ自の培養による生活史の研究

鯵坂哲朗(京大・農)

13 : 15 (41) Kintokiocolax aggregato-ceranthaキγトキヤドリの生殖器官の構造とその所属について

0)11口栄男・吉田忠生(北大・理・植)

13: 30 (42) 駿河湾におけるホンダワラ類の分布について

林田文郎(東海大・海洋)

13 : 45 (43) 昭和基地周辺定着氷域における IceAlgae現存量および種組成の季節的消長

0渡辺研太郎*・佐藤博雄紳・神田啓史h 高橋永治*料(*極地研**東水大*柿神戸大)
14 : 00 (44) Peridinium bipesの増殖に及ぼすキレート剤の影響

渡辺仁治・ O山本真規子(奈良女子大・理・生)

14 : 15 (45) 実験池における植物プラ γグトンの季節変化

0吉武佐紀子*・猪口真美柿(*神奈川歯科大・生，材日本工学院・環境工学)

14 : 30 (46) 福島県滝谷川の付着藻

福島 博傘・小林艶子料・寺尾公子*.0志村直美*・矢部さち子帥* (*東女体大，帥横浜

市大・文理・生，事紳神奈川薬剤師会・公害術試)

14 : 45 (47) 建議遺骸からみた北海道厚岸町における完新世海退時の古環境

0居平国土・熊野茂(神戸大・理・生)

15 :叩-15:15 (休憩)



15 : 15 (48) オーストラリア南方海域における東経150度に沿った原生生物の分布

0原成光・田上英一郎(神戸大・自然科学研)
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15: 30 (49) Heteropleura cruciformis (LEADBEATER) gen. nov.， comb. nov. (襟緩毛綱・アカントエ

カ科)

O原成光・高橋永治(神戸大・自然科学研)
15: 45 (50) 佐渡海峡における流れ藻の季節変化

0池原宏二*・佐野修料(日水研，料金沢水族館)
16 : 00 (51) ホンダワラ類の垂直分布と海水流動度合の関係

0太田雅隆*・二宮早由子紳(*海生研**東京久栄)

16 : 15 (52) タマハハキモグの室内培養における生長と成熟

0新井朱美・三浦昭雄(東水大・増殖)

編集委員会

3月z7日 14:00-16: 00 

評議委員会

3月27日 16:30-18: 30 

座 長

1)-(3) :徳回 広(東大・農・水産)

(4)-(6) :秋山 優(島根大・教育・生)

(7)-(8) :小林 弘(東学大・生)

(9) -(10) :丸山 晃(東大・応微研)

(11) -(12) :岩本康三(東水大・増殖)

(13) -(14) :高橋永治(神戸大・自然科学研)

(15) -(17) :市村輝宜(東大・応微研)

(18) -(19) :吉田 忠生(北六・理・樽)

(20) -(21) :態野 茂(神戸大・理・生)

(22)ー(23):福島 博(東女体大・生)

(24)ー(25):須藤俊造

(26)ー(Z7):大森長朗(山陽学園短大・生)

(28) -(30) :横浜康継(筑波大・下回臨海実験セン

ター)

(31) -(33) :吉崎 誠(東邦大・理・生)

(34) -(35) :林田文郎(東海大・海洋)

(36) -(37) :右田 清治(長崎大・水産)

(38) -(39) :喜田和四郎(三重大・水産)

(40) -(42) :三浦昭雄(東水大・増殖)

(43) -(45) :川嶋昭二(函館水試)

(46) -(47) :渡辺真之(国立科博)

(48) -(49) :堀 輝三(筑波大・生物科学系)

(50)ー(52):梅崎 勇(京大・農・水産)
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-会場案内

会 場:184 東京都小金井市貫井北町4-1-1

-交 通

東京学芸大学・図書館AVホール (3F) 

問合せ先:0423-25-2111 内 2667・2672

ーーーーーーーー.J、 ロ
il1号館 ~lS2 
巴E

三日

D 

ノfス停

亡寸 | 

仁コ r学芸大正門前」

国電中央線「武蔵小金井」駅下車，北口改札口を出て左側の乗場で京王パス「小平団地行」に乗り r学芸大正
門前」で下車(約10分， 130円)。
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日本蕩類学会第 g回大会講演要旨

(1) O~島員太郎*・藤田隆夫特・井浦宏司料*・吉崎

誠材料:千葉県九十九里浜木戸川河口域の藻類につ

いて

九十九里浜は，延長約66kmに及ぶ砂浜である。こ

の九十九里浜から太平洋に注ぐ川に，北から新)11，栗

山川，木戸川，作田川，真亀川，南白亀川，一宮川が

ある。木戸川は，九十九里浜のほぼ中央部で太平洋に

注ぐ)11幅50mの小河川で，満潮時には上流まで海水が

遡り，干潮時には河川水が河口まで流れ下って河口の

川底が露出するほどに潮の干満の影響を強く受けると

ころである。従ってここに生育する藻類は，河口から

上流 1kmにわたって規則正しい帯状分布を示す。

河口から上流 1kmの聞に出現する種は，アナアオ

サ，ウスパアオノリ，マルパアマノリ，シリオミドロ，

ウシケノリ，ツヤナシシオグサ，Blidingiamarginata， 

スジアオノリ，ヒトエグサ，ヒピミドロ，オゴノリ，アヤ

ギヌ，ホソアヤギヌ，タニコケモドキ，ホソネタ.シグ

サ，シオグサの 1種の15穏を数え，それぞれの種が水

平，垂直共に独自の分布域を持つ。河口より上流150m

の聞にのみ生育するものは前6種で，これらの種は他

の岩礁海岸に普通に見られるものである。他の7積は

汽水性と考えられる。 15種の中で最も特徴的な分布を

示すものは，アヤギヌ，ホソアヤギヌ，タニコケモドキ

であり，これら3種は年聞を通じて生育が観察された。

このような群落は，上記の九十九里浜の全河口域で

観察された。今回は木戸川でのこれらの藻類の生育状

況を報告する。

(*船橋市立船橋高等学校，料日本大学習志野高等学

校*料習志野市役所・総務課，材料東邦大・理・生物)

(2) 0松江和買IJ・千原光雄:褐蕩フクロノリとその

近縁群の生活史と分類の研究

我国の沿岸には，フタロノリ属 (Colpomenia) の

メンパーとして，フグロノリ (G.sinuosa)とワタモ

(G. bullosa)が生育するとされ，また最近は WYNNE

(1976)により， C. phaeodacりlaの生育も示唆され

ている。これらのうち中空円筒状の後述の2磁を除

き，邦産の中空球状のものはすべてフクロノリとされ

C. sinuosaの学名が与えられてきた。

今回はフグロノリ群の中で，特にホンダワラ類小体

上に着生するものについて野外の定期観察と室内の培

養実験等によりhった分類学的研究の結果を報告する。

藻体は12月頃からホンダワラ類の体上に出現し始め，

翌年の6月頃迄生育する。生殖期は年により多少の変

動はあるが， 1 11頃から6月頃にかけてで，生殖器官

としては復子嚢のみが観察される。複子嚢の形成は藻

体表面のほぼ全域に亘り，その外表面には cuticleを

欠く。藻体をつくる皮層部と髄部の細胞層数は季節や

藻体の生長の程度により多少異なるが，ともに3-5

層の範囲である。先に報告したように(日本植物学会

第48回大会， 1983) ，本藻の有性生殖は著るしい異形

性の雌雄配偶子による。中空球状のフグロノリ群には，

C. sinuosaとC.peregrinaが知られ，両種は 1) 

複子褒の形成部位， 2)複子嚢の cuticleの有無によ

り区別できるとされる (CLAYTON， 1975)。そこでこ

れらの形質に， 3)務体を構成する細胞層数， 4)雌

雄配偶子の大きさの比較を加えて，上記の2種を検討

した。その結果，本藻は別種として扱うのが妥当であ

るとの考えに至った。(筑波大・生物科学系)

(3 ) 前田昌徽*・ O福士由紀子h 原因直樹h 高原

隆明紳・千原光雄***管状藻クビレミドロの細胞

壁多糖と属の分類上の位置について

さきに管状緑藻 (Siphonousgreen algae)の細胞壁

骨格をつくる多糖が広く検索され，キシランまたはマ

ンナンからなる 2つのグループに分けられることがわ

かり，この藻群の分類系の確立に寄与するところが大

であった。このF祭，キシランのグループとさオもたクピ

レミドロ (Pseudodichotomosiphoncontrictus)につ

いて最近，他のいくつかの形質が管状緑藻のものとは

考えにくい事実が示されているので，この藻類の壁多

糖の化学的性質について再検討を行なった。

常法にしたがってグピレミドロの乾燥藻体を希酸，

希アルカリ処理して得たミクロフィプリルより冷アル

カリ抽出によって壁多絡を得，このミグロフィプリル

および壁多糖について，酸加水分解物の同定，酵素分

解物の比較，加酢分解物の同定，完全メチル化後のG

C-MS，などの分析を行なった。結果は，いずれもこ

れがセルロース上り構成されていることを示し，フシ

十シミドロ (Vaucheriasp.)より得たものと同ーの性

質であった。なお，ゲノレi戸過クロマトグラブィーによ

る見かけの分子ー量は約22，000であった。これらの結果

は最近，色素組成，葉緑体17)微細構造，雄性配偶子の
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形態と鞭毛などの性質に基づいて提出された，グピレ

ミドロ属はフシナシミドロ属と近縁とする見解を支持

するものである。

(*埼玉大・理，林専修大・商，紳*筑波大・生物科学

系)

(4 ) 斎藤捷ー:性貌和性から観察されるネパール地

域と沖縄産 Goniumpectoraleの類似性

繊毛虫類の Parameciumや微細藻類の Chlamyd-

omonas， Pandorina， Closteriumなどの有性繁殖を

行う多くの種類で，同一形態種に属しながら，その種

内に性的に異質なグループ，即ち性的に隔離された複

数の交配群の存在が知られている。

Goniumに関しては J. R. STEIN (1965) がカナ

ダ，アメリカ産の G.pectoraleの交配実験から 3つ

の交自己群の存在を報告しているが，グローンごとの性

能力の変異性を考慮すると必ずしもその存在を断定出

来ない。交配群の存在が知られている種類の例から，

広い地域で，しかも異なった環境条件の場所産のクロ

ーンを調べることによって，より複数の交配群の存在

を確認出来ると予想される。

演者は高度差に伴ない多様な環境が現存するネパー

ルおよびチベットを調査地域とし，そこで集められた

土媛資料から G.ρectoraleの分離を試み，多数のグ

ローンを得た。このクローン間での交配実験を行い，

交配群の存在の有無を調べた。またこれらのクローン

と沖縄産との親和性も調べた。 ζの結?果， タローン

ごとの性親和性の変異は認められたが，ネパール産

Goniumには性的に隔離した交配群は認められず，更

にネパールから 4000km地理的に隔離した沖縄産グロ

ーン聞とも強い性親和性を示した。

(阪大・教養・生)

(5) 0長島秀行*・福田育二郎*・黒岩常祥桝:北海

道の酸性温泉におけるイデユコゴメの分布と生態

青緑色の単細胞藻イテーユコゴメ Cyanidium cald-

ariumは分類学的位置が不明確で，しかも温泉という

特殊な環境に生育している。江本らは，既に， 1940年

代に本務が日本の温泉に広く分布し，温度28.7-730C，

pH 1. 2-6. 8というかなり広い範囲に生育すると報告

している。演者らは，これまで，東北，九州地方，北

海道南部の計28ケ所の温泉について調査したところ，

イデユコゴメは pH1.2-3. 7，混度 32-550Cの酸性

温泉や噴気孔に分布していたが，中性，弱アルカリ性

温泉では認められなかった。しかも，従来イデユコゴ

メとして記載されていたものには，葉緑体の核様体構

造の比較から RK-1型と M-8型というこつの異な

る型があり， RK-1型の方がM-8型より広範囲に分

布していることが明らかになった。今回，新たに北海

道東部，中部地域の10ケ所の温泉について調査したの

で，既知の知見と合せて報告する。

採集した試料は固定，あるいはそのまま冷蔵して持

ち帰り， DAPI染色による畿光顕微鏡法を用いて観察

し，さらに単一種培養を試みた。その結果，イデユコ

ゴメは十勝岳温泉，カムイワヅカの滝(知床地方)，川

湯温泉，硫黄山，阿寒湖畔温泉の温度 34.5-480C，

pH1.5-3.9の酸性温泉や噴気孔附近に生育している

ことが明らかになった。

(*東京理科大・理・生，料基生研)

(6) 0須田彰一郎本・渡辺 信料:単細胞オオヒゲ

マワリ目 Pseudocarteriapeterhofiensisの形

態と生活史について

単細胞オオヒゲマワリ目は，各地の湖沼等に広く出

現する分類群であるが，我が国におけるこの分類群に

関する分類学的知見は，非常に少なかった。演者らは，

この分類群に属する種の培養を行い，それらの形態的

特徴，生活史等を比絞し，分類学的検討を行っていく

計画にある。

今回は，本邦新産の Pseudocarteriapeterhofiens-

is (KISSELEW) ETTL (1958) について報告する。

Pseudocarteria属は， ETTL (1958)により作られた

属で，Carteria属のうち，収縮胞が細胞内に多数分

散している種をまとめたものである。 P.ρeterhofie-

nsisの培養及び培養に基づく詳細な形態と生活史の

観察は，演者らの知る限りではまだなされていない。

演者らは幸いにもこの種と同定できる培養株を得るこ

とができたので，その形態と生活史について報告する。

本種は，Carteria属と同様に4本cr;鞭毛を持ち，

外形は楕円体-!ìß~，葉緑体は細胞全体に分散してお

り，中央に大きな楕円体型のピレノイドを lつ持つ。

収縮胞は属の特徴のように細胞内に多数分散している。

接合は，ホモタリズムで，接合子の形は球形で多数

のとげを持ち，成熟すると赤褐色に変化する。接合子

から 4細胞が発芽した。

(*日本エヌ・ユー・エス鮒・**国立公害研)

(7) 石川依久子;ホソエガサ Acetabularia ca. 

lycutusのランプブラシ染色体

Acetabulariaは巨大単細胞性の緑藻で直径約 100



μmの核が仮恨内に-1閏存在し藻体の生長分化を支え

ている。遺伝情報発現は古く HAMMERLING によっ

て研究され，その後 SCHWEIGERらによって mRN

A， rRNAの生産が生化学的に証明された。また核小

体の構造 (1974)やラン7'プラシ染色体の存在(1975)

は SPRINGらによって報告されている。 これらはい

づれも生活環の長いカサノリで報告されたので各現象

の相関がとらえ難く，形態分化との対応も不明瞭であ

った。演者は生活環の短いホソエガサを用い DAPI

染色による DNAの餐光観察から藻体の生長分化過

程における染色体の挙動を可視的にとらえてきた。発

生初期の藻体では染色体は珠数状をなすが体長 12mm

になるとランプブラシ状となった。この時期に藻体か

ら核を除去すると無核務体片は成長するがカサをつく

らない。しかし 1-2日後に核除去をおこなうと10日

後にカサが形成され無核藻体片中にカサ形成能が存在

していたことがわかる。ランプブラシ染色体によりカ

サ形成にともなう mRNAが一挙に生産されたと考

えられる。ランプブラシ状染色体は低張液中で数百1闘

の同型同大の染色体片に分断されやすく，カサ形成に

関与する染色体部位が発生過程で増幅された可能性を

示している。減数分裂中期以前にこの余剰η染色体部

位は細胞質中に排除されるらしい。

(阪大・教養・生)

(8) 0稼回晋也*・角田修次h 江原友子*・長船哲

驚*・長谷栄二柿:電顕，盛光顕によるユーグレナ

のプロプラスチドの観察(プロプラスチドの形態及

び核様体の挙動)

先に報告したように，ユーグνナを有機溶地 (Hu-

TNER， pH3. 5)，暗所で培養すると葉緑体が退化し白色

化細胞となる。この際，静置情養では細胞質内に脂質

(wax ester)の著しい蓄積がみられる。この様な細胞

を洗浄し無機倍地中で 2%C02を通気すると暗所で

プロプラスチドの形態及びグロロフィル合成能の発達

が進行する(第48困値物学会大会)。その様なプロプラ

スチドを連続切片法一電顕で観察した結果， 5種(A-E

タイプ)の形態に分けられることが判った。すなわち，

適当な条件下では暗所でプロプラスチドが相互に融合

し巨大プロプラスチドを形成して一時的に核を取り巻

いた後プロプラスチドは分裂する。巨大プロプラスチ

ドが形成されるステージの細胞ではプロプラスチド外

膜の一部が細胞核外膜と融合し，その部位に核のタロ

モゾームが特異的に移動する。同時に，フ.ロプラスチ

ドには電子密度の高い物質が形成されていることがやl
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った。この様な現象は同調培養したユーグレナの葉緑

体についても同じように観察され，今回はそれらとの

関連においても論議したい。

(*東医大・微生，紳帝京大・医)

(9) 0南雲保*・原慶明紳・千原光雄**:マン

グローブ林内河川域の害事類相E

南西諸島，石屋・西表両島のマングロープ林内河川

域の藻類相調査を実施している。底生性藻類および単

細胞性藻類のフロラおよび分布についてはその成果の

一部を報告した。今回はそれらに引き続き， 1982年4

月， 9月両島8河川河口のマングロープ林で実施した

付着珪藻類のフロラと分布の調査結果を報告する。

フロラ調査の試料は各調査地の表土，ヒルギ類の気

根の表面，コシグリートや岩盤表面のそぎおとしたも

の等を用いた。分布調査は琉球大学マシグロープ林生

態総合調査班によって河口より 2∞m毎にステーショ
ンが設定されている西表島後良川で行なった。付着珪

藻の試料は各ステーションに生育するヒルギ類の気根

表面を大i朝高i朝線をOとして 10cm間隔にブラシ，ナ

イフで採取した。固定および紫外線処理した試料を光

顕・ SEMで観察，同定，計測し，分布解析の資料と

した。

調査8河川|の試料から同定できた付着珪藻は 24属

104分類群におよんだ。後良川における分布調査から，

底生微小穫と同様にどのステーシ B ンにおいても明瞭

な帯状分布を示すことが判明した。マングロープ林の

ほぼ中央のステーションを例にとると最上部は Dent・

1・'culasubtilis，中間部は NitzschiaIanceolata v紅.

incrustans，下部は Achnanthesintermediaおよび

Amphora exiguaが優占していた。 これらの優占種

の鉛直分布・様式はi朝の干満の影響をうける区域では

ほとんど変らず，季節的にも安定している。

(*日本歯大・生，紳筑波大・生物科学系)

(10) 福島 t3*・小林艶子榊・寺尾公子h 志村直
美*.0矢部きち子柿*:付着藻の現存量と優占種

演者らは福島県の滝谷川，大川などの資料について

付着藻の容量，湿重量，乾重量，優占種の関連性を報

告したが(1984)，今回は只見)1¥の支川滝谷川の資料約

50点を加えて上記の諸項目の関連性について報告する。

(ホ東女体大，林被浜市大*事業神奈川薬剤師会・公害

衛試)

(11) 須藤俊造:海蕩・海草植生と環境の関係を求め
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る試み

海藻・海草植生を約90の選択種組成で表し，それと

環境の関係を求めようとした。

2つの種組成の異同は類似比(共通種数/総種数)

で表した。外海沿岸各域の種組成と 2月および8月水

温から，類似比と水温距離，また類似比による種組成

のグラスター分析結果と水温に相当よい対応がみられ，

この種組成の環境指標としての，またその類似比を用

いる解析の有用性を認めた。

次に同じデータから種別に分布域の2月および8月

水温の範閣を求めた。また伊勢・三河湾ほか3内j常の

各域種組成と環境要因値から，種別に分布域の温分，

汚染度，沖波波高，海底傾斜度の範囲を求めた。

以上により，積組成の異同から環境の異同の判定，

さらに各種の分布域環境要因値を用いて，種組成(の

変化)からそこの環境(の変化)の，およびその逆の

推定が一歩進められると考える。

(12) 新崎盛敏:日本産いわゆるアラメについて

日本産のアラメ属Eiseniaは，今日では，ー属一種

E. bicyclis (KJELLM.) SETCHELL とする方々が殆

んどである。かつて遠藤(1902)はこれを E.arborea 

ARESCH. f. bicyclis (KJELLM.) YENDO とし，ま

た私等(1953a， b)はその他にサガラメがあることを

報じ，後に私はこれを，北米から南米ベルーなどの太

平洋岸に分布する E.arborea ARESCH. と同一種で

あるとした (1964)。ところで，bicyclisとarboreaと

の形態上の相違についての詳細は，余り日本人の目に

ふれないような欧文書であったために両種の日本での

存在に注意する人が殆んどなく，上述のように bicyc・

lis一種とする見解が多いように思える。なお， その

後もよく注意して“アラメ"を調べてみると bicyclis

とされる物の中にも，その分布域や利用の面で，普通

アラメとホソパアラメとの2型に別ける方が妥当であ

ることに気づいた。それで，日本産アラメ属には，和

名でアラメ，ホソパアラメ，サガラメの3者があり，

それらの葉片形状の相違また分布域や利用度において

以下のような差がある。

A.葉縁の両側に側葉片を生ずる
1. 側葉片はよく発達する。

アラメ E.bicyclis f. tYPica 

2. {QIJ葉片は発達不良で，細く間遠に出る

ホソパアラメ E.bicylis f. oligfoliolatus 

B.葉縁両側の側葉片は鋸歯状で止まる

3. サガラメ E. arborea 

分布はアラメは房総北部~伊豆半島，紀伊半島西

岸・九州瀬戸内海側と西岸と広いが，成葉は食用にさ

れない。ホソパアラメは房総北部~岩手県南部と九州

西北岸~福井県下辺までの2域に分れる。房総から東

北の沿岸では食用にしないが，九州西北岸から日本海

沿岸では古来食用にされる。サガラメは駿河湾西岸か

ら紀伊半島中央部辺までと分布が狭い。古くから食用

にされ，殊に徳川期になってから相良布の名で、有名。

食用としてのアラメ利用は，日本では古く 700年代

の古文書中に“滑海藻あるいは未滑海藻"の名で出て

くるし，後代になると黒布，荒布などと出て，永い歴

史をもっている。それらの産地を，古文書・本草書:な

どから選り出してみると，大体上記の今日での利用地

と一致しているのも興味深い。

(13) 堀輝三:緑藻オオハネモの配偶子接合過程の

電顕的解析

オオハネモ (Bryopsismaxima)における異型配

偶子の媛合過程を電顕的に解析した。別々に放出した

雌雄の配偶子を混合し， 2分， 25分後に固定した試料

についての観察結果を報告する。

(2分後〕 両配偶子の形態を保持しながらも，細

胞質の全体あるいは部分的な融合状態にあるものが観

察された。この時期では，核の融合は未だ起らず，両

配偶子の葉緑体， ミトコンドリア，鞭毛装置も共存す

る。配偶子の接合は，多くのぺアでは細胞の長紬にそ

った薗で，細胞先端をそろえて融合する。したがって，

2組の鞭毛基部も並列する。雌性配偶子の鞭毛基昔日か

ら少し細胞後方の細胞表面(眼点と同じ側)に，細胞

膜の一部が濃染する薄層物質(経-0.5μm)で裏打ち

されている，いわゆる接合構造が存在する。雄性配偶

子には限点もこの後合構造も存在しない。多くのベア

では雌性配偶子の縫合構造ー限点面に雄性配偶子の段

着するi象が見られるが，接合構造が有効に機能してい

る証拠は現在得られていなし、。 (25分後〕大部分の妓

合子は球形化しているが，まだ細胞壁の分泌は起って

いなし、。この時期には，核融合のいろいろな段階が観

察された。しかし，葉緑体の融合は起らない。 2組の

鞭毛基部， ~ilb糸，限点も存在する。

(筑波大・生物科学系)

(14) 0小林秀明・小林弘 Epithemiaadnata 

(KUTZ.) BR企B. と Epithemiaargu8 (EHR.) 

KUTZ.について



演者らは，すでに E.sorex KuTZ.， E. hyndmanii 

W. SM.， E. turgida (EHR.) KuTZ.について，主に

胞紋の外側を閉塞する謹酸質の薄皮の発達の程度や，

そこに散在する小策IJの有無など，これら分類群の形態

的特徴について報告した。

今回報告する E.adnata (KuTZ.) BR主B. とE.

argus (EHR.) KuTZ.は， その大きさや殻形が類似

しているため，積を同定する際に混乱を生じ易い。た

だ，帯面観より観察した時のみ，殻の内側より伸びた

costaの先端が大きく capitate しているか， してい

ないか。叉は， それに伴った septaの発達が強いか

が，これら2種を分類する形態的特徴とされてきた。

そこで今回も，胞紋を閉塞する薄皮の発達具合いに着

目するのみでなく costaと septaの発達にも着目

しSEM観察を行ったところ以下のことが明らかに

なった。

E.adnata(KuTZ.) BR企B.-1等皮の発達は弱く，表

面に小刺は無い。しかし，その基本構造は，すでに報

告した3分類群と同じである。叉， costa及び septa

の発達も弱く， virgae (Cox & Ross， 1981)の発達

も無い。

E. argus(EHR.) KuTZ.一薄皮の発達は弱く，その

形は E.turgida(EHR.)KuTZ.とよく似ている。 costa

及び， septaは，よく発達し， virgaeは管状縦潜の内

側を横切って乗り越えるように走り，それぞれの costa

の聞に， 1 -2本見られる。

(東学大・生)

(15) 秋山 優:本邦新産の4種の淡水藻類について

本邦の淡水藻フロラの一員として，新たに加えられ

る次の緑藻3種および黄金藻 1種に関して，その分類

学的知見について報告する。

1. CHLOROPHYCEAE 

Order Ulotrichales 

1) Catena viridis CHODA T 

Order Chlorococcales 

2) Pachycladon umbrinus G. M. SMITH 

3) Didymogen培sanomala (G. M. SMITH) 

HINDAK 

ll. CHRYSOPHYCEAE 

Order Ochromonadales 

4) Chrysolykos planctonicus MACK 

(島恨大・教育・生)
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(16) 0山本鎗子h ダフト， M.J.林:粘波細菌 My-

XOCOCCU8 xanthu8によるラン藻細菌の溶解

粘液細菌は，樹皮，腐敗した植物体などを基質とし

て生育し，人工の液体培地や図形培地で培養しにくい

ものが多いとされている土壌細菌の一つである。富栄

養化した水界の湖水，河川水，底泥からも，夏期に数

多くみいだされている。多くの粘液細菌の生育場所は，

弱アルカリ性であり，最適生育温度が 25-350Cであ

ることは，富栄養化にともなって湖で発生する水の筆

生物の最適増殖環境と類似しているo 本報告では，ラ

ン藻細菌 Phormidiumluridum をよく溶解する

めxococcusxanthusを用い，溶解能力の検討を行っ

た。一定濃度に達した M.xanthusの培養そう中に，

P. luridum懸濁液を一定の速度で供給したときに

生じる培養そう内の変化を観察したものである。 P.

luridulllを供給すると，培養そう中の pHは， やL

アルカリ側に，組蛋白質とリゾチーム量は急激に滅少

し，クロロフィル量は徐々に増加の傾向を示した。

P. luridumの供給が小さいときには， グロロフィル

の増加はほとんどなく，即ち，M. xanthus により

P. luridumは十分溶解されることが示された。

(*明大・差是，料Dunde巴大)

(17) 0浜田 イプ・石田政弘料・斎藤真弘:ミカヅ

キモの核の DNA量 I.栄養増殖時と配偶子形

成時における核相の変化

従来 Desmidの栄養核の核相は lCであると云わ

れて来たが，この事を確める為にミカヅキモ (Clost-

erium ehrenbergii)の DNAを， DNA特異的染色

剤である 4'6-diamidino-2-phenylindole(DAPI)で

染色した後，落射型畿光顕微鏡で顕微測光装置を用い

て核の DNA量をilllJ定した。配偶子及び定常期の栄

養細胞の核の DNA量はそれぞれ1.35pgと2.74pg 

でほぼ 1: 2であった。従って配偶子核の核相を lC

とすると栄養核の核相は2Cである事がわかった。叉

栄養細胞から配偶子への発生の際には細胞は 1度分裂

し， 叉新しい DNA合成が行われないので， この聞

に減数分裂とは別の核相の半減化の機構が存在してい

る事が暗示される。

次に葉緑体では DAPIでよく染色される DNAが

多数拡散して存在する事が観察された。従って葉緑体

には多数の nucleoidが存在する事が推察される。

(*富山医薬大医学部・保健医学教室， 料京大原子炉

実験所)
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(18) 梶村光男・隠岐島に稔ける深海フロラ

1966年から1984年にかけてドレッジによる 330日間

の調査を行なった結果，隠岐島の漸i奈;骨子下部には緑藻

40種，褐藻44種，紅藻159種，合計243極の底生藻の生

育が知られた。そのうち採集頻度の高いものは緑藻10

種，褐藻19積，紅藻48種，合計77績であり，それに採

集頻度は低いが大型の5種の褐藻を加え，形態及び生

態的類似性によって類別すれば33範鴎となる。水深20

-40mに於いて生育種数は最も多く，水深50-60mに

も26種が生育する。葉状体の大きさは6範鳴に分れた

が，緑藻及び紅藻では 1mm-10cmの範隠のものが

最も多く，褐藻はlOcm-1mの範腐のものが最も多

い。地理的分布上の性格に関しては11の範隠に分れ，

全体として暖温帯型であるが，隠岐島{悶有種が8.7%

を占める。係集頻度は4範憾に分れるが，その最も高

いものは14%で， 19. 7%がそれに次いで高かった。

(島根大・理・臨海)

(19) 能登谷正浩:青森県東田沢産ヒメヒビロウドの

生活史

1984年6月15日に平内町東田沢でヒメヒピロウドの

略性体を得た。これより果胞子を得て室内培養を行い，

生活史を完結させた。培養条件は温度を50Cから250C

まで50C間隔に5区，照度を 40001uxと， 80001ux， 

光周期を長日 (14:10)，短日(10:耳)とした。培養液

は Grund改変培地を用いた。その結果，放出された

果胞子(直径25-30μm)は発芽して盤状体になったが，

150C， 20oC， 250Cの長日条件で約1.5ヶ月培養し，

藻体の直径が 1-2mmに達したときにlQOCと150C

の短日条件へ移して更に1.5ヶ月培養した体に四分胞

子褒 (50-60x20-25μm)の形成が認められた。放

出された四分胞子(直径20-25μm) の発生過程は果

胞子のそれと基本的に同じであったが，培養 1ヶ月目，

200C， 80001ux，長日条件で初めて直立体の発出が認

められ，更に約 1ヶ月後には50Cから 150Cの全条件

でも認められた。しかし， 200Cの短日または250Cの

両日長条件では直立体は形成されなかった。直立体は

200Cの長日条件で培養すると 1-2週間で2-8mm

に透して両配偶体は成熟し，更に 1ヶ月後には褒果が

形成され果胞子の放出が認められた。培養によって得

られた雄性体の全個体において精子器の他に雌性器官

の形成が認められた。しかし，この器官は護果に発達

することはなかった。

(青森県水産増殖センター)

(20) 小林艶子h 福島博料・ 0寺尾公子料:羽状

ケイ藻 Achnanthesbrevipes AG. vor. inter-

media (KOTZ.) CLEVEの変異性

1984年2月28日多摩川の河口部の大師橋付近で得た

資料中に本種が多量に見出されたので，演者らの常法

に従って約380(同体を研究した結果を報告する。

調査地点の潔境要因は気温 5.80C， 水温8.30C，

pH 7.6， RpH 7.8， DO 9.1mg/l， COD 11mg/l， 

BOD 5. 1mg/l， T-N 7.87mg/l， T-P O. 408mg/lで

ある。(*横浜市大・文理・生林東女体大)

(21) 0高松雅子*・吉武佐紀子材・丸山 晃材料.

小林艶子h 福島博*紳*汚濁指標珪藻 Navicula

minimaと近縁群の分類と生態 (3). 培養集団の

形態的性質

多摩川上流域五か所から，採集，分離，純粋犠養し

た，Navicula pelliculosaと N. seminulum とみ

られる，各々二藻株の形態的性質について報告する。

両分類群とも，すでに，前種は REIMANNet al. 

(1966)など，後積はLANGE-BERTALOTとBONIK

(1976)などにより電顕観察jされている。 また，.N.

seminulumは，古く， GEITLER (1932)により分離，

培養され，増大胞子形成が観察されている。

250C， 5，000 lux，改変 ChuNo. 10培地のN.

pelliculosa T A16株は 3.6-11.7μm， N. seminulum 

TB12株は 2.6-24.9μmの細胞長軸サイズをもっ。前

者は，準継続i者養下でサイズの減少が認められないが，

後者は， 同株性交配による 2.6-9.5から 14.0-24.9

μmへの移行が見出された。四株の光電顕i象は，二生
物群の原記載とよく一致する。

今後，交雑，生化学的性質などからの分類と外的条

件との関係や野生集団の動態が明らかにされ，これら

の汚濁指標珪藻の性質が確かになっていくだろう。

(ホ横浜市大・文理・生，料神奈川歯大・生*料東大

・応微研，材料東女体大)

(22) 0真山茂樹・小林弘:Navicula atomus 

(KOTZ.) GRUN.の種の範囲について

KOTZINGによって記載された小型種の Amphora

atomusは，IBM年という古い時代に出版されたため，

その図は詳細を欠き，記載事項も乏しい。そのためか

以後これに類似する多くの分類群が新種として報告さ

れている。今回演者らは KOTZINGのタイプスライ

ドに基づき，これに類似する本邦およびヨーロッパ産



の16個体鮮の観察を行った。光顕ではこれらは①条線

が10μmあたり20本程で，胞紋がかすかに認められる

もの，②条線が密に配列し，偏斜照明下で 10μmあた

り30本程認められるが胞紋は認められないもの，の二

つのタイプに分けることができた。しかし電顕観察で

はそれぞれの個体詳聞に条線密度の不連続性はなく，

また殻長，殻幅，胞紋密度，中心孔聞の距離，軸域の

幅，中心域の形においても不連続性は認められなかっ

た。一方どの個体群も殻外表面は平坦であり ricaは

外表面のごく近くに位置し，その小孔の配列は hexa.

gonal arrayが若干乱れた regularscatter であった。

殻内面の観察では，車由域や関条線の厚さにわずかな連

続的変化が見られるものの，その他の構造的差異は認

められなかった。これらのことより，光顕下で認めら

れるこつのタイプは同一種内の変異であると考えられ

る。また近年 ARCHlBALDによってタイプスライド

が詳しく調べられたN. permitis HUST. はN.

atomusのシノニムにすべきものと思われる。

(東学大・生)

(23) 川井浩史:縄藻ニセフトモズク(ナガマツモ目)

の生活史について

ニセフトモズタ (Eudesmevirescens) は北半球の

冷水域に広く分布し，本邦では主に北海道東部沿岸に

生育する。本種は春ー夏の 1年生で成熟すると単子褒

を生じる。一方，同様に複子褒も生じるとの報告もあ

るがこれには異論もある。今回厚岸産の本種の培養を

行った結果，直俊型と考えられる生活史型を示し，生

殖器官としては単子褒だけが形成された。

自然藻体の単子褒由来の逃走子は発芽後飼旬分校糸

状体となり，次いで中央部で互いに癒合し盤状に発達

する。 50C-150Cではこの盤状体から同化糸様の細

胞糸を叢生し，特に長日条件下ではその中・下部に髄細

胞を分化しながらよく伸長する。髄細胞は互いに援着

し髄の束を形成するが，その上部の同化糸部分はパラ

パラのままで，自然で見られる様な藻体にはならない。

発達した同化糸は25-35の少しふくれた長円形の細胞

からなり，時に中・上部で片側にふくれ，また小枝を

生ずるがその部分が複子褒に変成することはなかった。

一方短日条件下では髄はあまり発達しないが，直立細

胞糸は長日，短日のいずれでも成熟し，同化糸の基部

付近に長円形の単子嚢を生じる。 200Cでは長日，短

日いずれでも同化糸等の直立細胞糸はほとんど形成さ

れない。また倍養を通して旬旬盤状体に生殖器官の形

成はみられなかった。 (北大・理・植)
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(24) 田中次郎:日本産プロテクトカルプス属(シオ

ミドロ科・縄蕩類)の一種の分類

演者は日本沿岸に生育するシオミド戸科藻類の分類

学的研究を進めている。今回はプロテタトカルプス属

(Protectocarpus) に所属するとみられる藻について，

その形態，分類上の知見を述べる。

KORNMANN (1955)は北大西洋フェローズ諸島産の

11のIrionemaspeciosum BφRGESEN 1902に基づいて
Protectocarρusを設立し，P. speciosus (BφRG.) 

KORNM.， P. faeroeensis (BφRG.) KORNM.， P. 

hecato町 moidesKORNM.の3種を所属させた。

日本産のものは千葉県銚子半島~茨城県沿岸に分布

しており，スガモの古い築上に Pneophyllumspp. 

や Giffordiasandrianaなどに混って生育する。直

径1-4mmの不規則な円形で黒褐色をしている。栄

養体は基質上に広がる一層のほふく糸と，そこから立

ち上る直立糸からなる。ほふく糸は側面でゆ着するこ

とで擬柔組織を形成する。直立糸は太さ 7-8μm，

高さ 500-800μmで，五いに遊離し，栄養成長時には

ほとんど分枝しない。葉緑体は 1-数個の不規則な板

状形である。単子のうと複室生殖器官は同じ藻体上に

形成される。両生殖器官には，ほふく糸上に直接形成

されるもの，直立糸に頂生するもの，直立糸に側生す

るものの3型がある。特に複室生殖器官は長くなり，

直立糸の分校した上部全体が生殖細胞となることが多

い。以上の形質からみて本藻は P.speciosusと同定

されるが，日本産のものには褐藻毛が見つかっていな

い。(国立科学博物館)

(25) 小河久朗:ホンダワラ類の成熟におよぽす温度

の影響

ホンダワラ類のアカモグ，ウミトラノオ，エゾノネ

ジモグの造卵器の成熟，放卵，受精におよぼす温度の

影響について観察した。

アカモグ: 未成熟，成熟造卵器とも10，15， 200C 

の温度下で卵核は分裂し， 8核卵の形成，放卵がみら

れた。 15，200Cの温度下でのみ受精，発生が確認で

きた。 10，200Cでは卵径が不揃いで，卵核も 8核に

満たないままで放出された卵がしばしばみられた。

ウミトラノオ: 成熟造卵器では 10，15， 200Cで

の温度下で卵核は分裂し 8核卵の形成，放卵がみら

れた。 15，200Cの温度下で受精，発生がみられた。

未成熟造卵器では 200Cの温度下でのみ8核卵の形

成，放卵，受精がみられた。 10，150Cでは卵径が
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不揃いで，卵核も 8核に満たない放1:1:¥卵が多くみられ 緑色に変わることもわかった。

た。 そこで，天然で採集したアオサ・アオノリ類や室内

エゾノネジモグ: 未成熟，成熟造卯器とも 15， 培養のそれらの葉体を用いて，色素体偏在の実態を調

200Cの温度下で卵核は分裂し 8核卵の形成，放卵 べてみた。

がみられた。受精・発生は 15，200Cの温度下でみら その結果，アオサ，アオノリ属の多くの種で，色素

れた。 体の偏在や散在に日周期性があることがわかったが，

これらのことから，造卵器の成熟，放卵，受精に対 ヒトエグサではそういう現象はみられなかった。アナ

する温度の影響は種によって相違があり，三種の中で アオサの色素体偏在は，一般に夕刻より始まり，偏在

もウミトラノオは最も低温の影響を受け易く，アカモ 細胞は夜間に最も多くなり，朝，明期になると次第に

グは受けにくいことがわかった。 散在する。また，アナアオサの不稔性変異種を用いて，

(東北大・農・水産) 培養条件を変えて実験的に調べたところ，偏在は生長

(26) 川崎昭二:コンブ類の子のう斑形成に見られる

規則性 (2)チヂミコンブ(1年目)の場合

演者は第49回日本植物学会大会でリシリコンブの子

のう斑形成は原則的に両面とも薬面の凹部から始まる

と述べた。チヂミコンブは葉の中帯部両側に縦列する

凹凸(bullation)があるが年目ではそれが明瞭なも

のから不明なものまで種々のケースがある。子のう斑

は次にのベる)1頃に連続的に形成される:(1)うら函が先

行し，基部の凹みから順次上部に形成する。やがて縦

列する各斑点の連絡が縁辺側から始まり，統いて中帯

部側にも起って2条の斑紋となるが凸部は未形成のま

L残る。最後は中帯部にも形成されて下部の斑紋は全

幅に拡大し凸部も斑で埋まる。 (2)おもて面の始源、は

葉の中央部附近の凹部に起り上下にf広がる。各凹みの

中の斑紋の連絡は中千百:部側で起り，やがて中帯部全体

に拡がるが縁辺側では最後まで連絡が起らない。さら

に形成が進むと両縁に沿って線状，点状に速なる独立

した斑紋を形成する。 (3)凹み内の斑紋は，うら而で

はその中央に点状に生じ次第に拡がるのに対し，おも

て函のそれは周縁部に三日月一輪状に生じ，内部に向

って拡がることが多い。 (4)bullation の不明な業体

ではうら面に2条(後に全幅)に，おもて面では中幣

部に 1条， 1時に両縁部にも生じて 3条に形成する。 (5)

以上を総括すると各面の斑紋は原則として互に逆位置

に形成される関係を保つ。(函館水試)

(27) 右田清治:アオサ・アオノリ類の色素体偏在

緑藻アナアオサを海より採集し，研究室に持ち州る

と，業体の緑色が灰緑色に変っている場合が多い。こ

れまでこの現象に関心を払わなかったが，最近アナア

オサの細胞分裂の日変化を顕微鏡で連続観察していた

ところ，夜間にほとんどすべての細胞で色素体が細胞

壁倒IJに偏在することが判明し，またその時に禁色が灰

に好適なほど早く始まり，偏在率も高いことが判明し

た。この色素体偏在は，ヒョウタンゴケ，ヒンジモな

どにみられるように強光による色素体の移動と関係が

あると考えられるが，それらが光照射後直ちに反応す

るのに，アオサ・アオノリでは反応時聞が遅れ一つの

生活のリズム的な現象となっているように推察される。

(長崎大・水)

(28) 0白戸 爾ホ・和国徳雄料・岡崎恵視*:石灰紅

藻ケコナハダとオオシコロの石灰化と有機基質との

関連について

ケコナハダ (Liagorafarinosa)は細胞間際にアラ

レ石を，オオシコロ(Serraticardiamaxima)は細胞

壁に方解石を沈着する。今回，これらの藻の石灰化部

位の有機基質と CaC08結晶形成との関連を知るため

に実験を行い次の結果を得た。 (1)両種の石灰化部位に

は好アルシアンブルー性の限性多糖が存在する。これ

はケコナハダでは含ウロ γ酸の未知多糖 (ICAPと略

す)で，オオシコロではアルギン酸である。 (2)Ca-45 

を用いたゲルP過法で、は ICAPには Ca結合能は見

られず，アルギン酸のみに結合能が確認された。 (3)平

衡透析法では ICAPは 0.5μmole/mg，アルギン酸

は1.7μmole/mgの Ca結合能を示した。その解離

定数はそれぞれ 310X10づM，26XlO-5M であり，

ICAPのCa結合力は著しく弱い。 (4)シリカゲル法で

in vitTOで CaC08結晶を形成させると，パテライト

が形成されるが，ICAP又はアルギン酸を反応系に加

えると同じ力で方解石を誘導した。しかし結晶の形態

及び数には著しい差が見られた。 Mg2+存在下ではア

ラレ石が形成されるが，両物質を加えると方解石が誘

導された。しかし ICAPの誘導能はアルギン酸に比

べて著しく劣る。以上の結果は ICAPは結晶核とな

り得ず，一方アルギン酸はエピタキシー核として作用

することを暗示する。(*東学大・生，紳都立雪谷高)



(29) 0松山恵ニ・金子孝:ホソメコンブの各部分

の光合成速度および呼吸速度の季節変化

ホソメコンブは 1年生の大型褐藻である。ホソメコ

ンブ群落内での現存量は4月から 6月に 10-20kg'

m-2と極大になることが知られ，年間の生産量はその

極大1直の約3倍に達することが推定されている。
今回は個体の生産量を推定するための知見を得る目

的で，各季節の光合成速度および呼吸速度を調べた。

すなわち，禁状部については縦軸方向に基部から先端

にかけて 1-15点，横軸方向に中帯部から縁辺部にか

けて4点について，また付着器，茎部についても調べ

た。一方，同化量から推定された成長率と比較するた

めに，葉状部の基部から先端にかけそれぞれの部分を，

約5cm2の菜片にし室内での培譲試験を行った。

その結果，乾燥重量当りの禁状部の純光合成速度は，

どの季節も付着器で低く 3月から 5月には基部から

40-80cmの部分で最も高くなった。呼吸速度は基部

で高かった。中帯部に比べ縁辺部で光合成速度，呼吸

速度ともに高かった。一方，培養で得られた成長速度

は葉状基部で高く，先端に近くなる程低くなった。炭

素量の変化から，この成長には中部や先端部で同化さ

れた光合成産物が転流され利用されていると推定され

た。(北海道立中央水試)

(30) 0大森長朗・橋田l頃子:エゾヤハズの生活史に

ついての顕微測光法的研究

エゾヤハズの四分胞子体と，四分胞子および放出四

分胞子母細胞の発芽体をフオイルゲン染色し，核あた

りの相対 DNA 量を顕微iJ!IJ光訟を用いて iJ!IJ~Ë した。

四分胞子体の核の平均相対 DNA盈は四分胞子の発

芽体の核の2倍であった。放出四分胞子母細胞の発芽

体の核の平均相対DNA量は四分胞子の発芽体とほぼ

同じであった。このことから，四分胞子体は複相であ

り，四分胞子の発芽体も放出四分胞子母細胞の発芽体

も単相であることがわかった。(山陽学園短大)

(31) 瀬戸良三:マレーシア産淡水紅藻オオイシソウ

属の1穫について

西マレーシア，クアラルンプール北郊の BatuCa-

vesの近くを流れる小川に生育するオオイシソウの 1

種(1981年採集)を観祭した。その結果得られた新知

見を報告する。

藻体は生時紫褐色で，乾燥すると黄褐色となり慨し

て小さく，高さ 3-10cm，主41111の直径85-220μm，細
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い枝が交互に出て，よく分校している。枝は主軸に対

して 500-600 の角度で発出する。頂端細胞は半球形

で，高さ10ー12μm，幅 15ー17μm，皮層の形成され

ていない単列細胞は円盤状で， 高さは闘の 1/3ー 1/2

である。最外層の皮層細胞は3ー 5角形で，長径16-

36μm，短径 10ー26μm。皮層は 1-2層の細胞から

なり，中心細胞は残存する傾向がある。単胞子褒は皮

層の形成されていない単列の細胞にも皮層細胞にも形

成され，直径 12一17pm，平均 14μm，放出された単

胞子は直径12-16μmである。単胞子が母藻体上で発

芽発生し，かなりの大きさにまで付着成長する場合が

多く見られ，したがって，初期発生の各段階がよく観

察された。初期における付着器からの直立糸状体は，

2ー 3本で発出し，後には磐状の付着器は，半球状に

もり上り，直径140-220μm，高さ 50-70pmとなり

多数の直立糸状体が発出する。小胞子嚢の形成はみら

れなかった。

本種はその単胞子褒，および単胞子がやや小さい

が，その他の諸形質からみて，日本産固有のオオイシ

ソウ Compsopogonoishiiに最も近いものと考えら

れる。(神戸女子学院大学研究所)

(32) 0綿貫知彦h 木村憲司材:高架水槽に発生し

た球状の藻塊

現在，全国で約75-80万基の貯水槽があるとされて

いるが，ピルやマンションなどに適用される，簡易専

用水道は公共水道からはずれ，設置者の管理下におか

れるためか，管理は手薄になる傾向もみられるようで

ある。

これら貯水槽のうち材質が FRP (強化プラスチッ

グ)製のものは軽量で成型が自由かっ断熱性がすぐれ

ているなどにより普及しているが，機械的強度が低く，

膨張係数が大きく，藻類の発生がみられるなどの欠点

があり，水質への影響が心配されている。

この FRP製の水槽で，藻類を主要メンパーとした，

径5-20mmの半球状の形態をしたものが，多数発生

した笑例についてのべる。

この半球状のものには，水平面に同じ円状の模様が

みられ， いレイジンフ'ルー染色のパラフィン切片で濃

く染色されることが観察された。

この濃く染色された部分には，次の二種類の藻類が

観察された。

ラン藻:Phormidium sp. 

緑藻:Gloeocystis sp_ 

(*神奈川衛研，料水道機工株)



96 

(33) 0熊野茂キ・ネッシィ， O. Jr** :ブラジルの

淡水産紅書道。アマ‘ノ‘ナス州およびミナスジェライス

州のカワモズク属の2新種

ブラジルの21i'l由主らカワモヅグ属の2新種が記載さ

れた。アマゾナス州アナウスより 25km，アドルフォ

デュケ森林保護区の小流中からカワモヅグ属の1新種

Batrachosμrmum equisetoideumが発見された。本

種はコイル状に巻く造果器をつける枝，ゆるく集合す

る袈果， Audouinella状に分枝する輪生枝， リボン状

の色素体をもつなどの点で B.procarpum SKUJAに

似る，しかし，襲果果胞子の大きさと形状によって区

別できる。本種はブラジル，ヴェネズエラに分布する。

ミナスジ品ライス升|ヴェスパ‘ンアノから約 126km，

標高 1，200mのシポ山地の小流中からカワモヅグ属

の1新種 B. ciμenseが記載された。本種は上記の

B. equisetoideumに似るが， 2次輪生枝がよく発

達する点， より密集した嚢果，果胞子の大きさなど

の点で区別できる。カワモヅグ属の他種にはみられぬ

Audouinella状に分校する輸生枝をもっ上述の3種の

ためにつの節が考えられる，しかし，コイル状に

巻く造果器をつける枝を持つ形質をより重視して，現

在のところこの3種はコントルタ節に所属させておき

たい。

(キ神戸大・理・生，榊ブラジル植物研究所)

(34) 0市村錫宜h 笠井文絵柿:鼓言葉類オニノカナ

ボウの生活環における諸形質の観察

オニノカナボウ Triploceras gracile BAILEYの栄

養細胞には 1個の中軸性の色素体が存在するが，核分

裂の後に細胞の狭給部が伸び両半細胞壁が離れる頃に

色素体も 2分し，細胞分裂が起こる。オニノカナボウ

特有の細胞壁のトゲは，新生する半細胞が棒状に伸長

した後に波状の脹みの部分に生じる。最先端部の2叉

状突起は， 2個の娘細胞の新生半細胞の先端が各々2

分し互いに交差するように形成される。媛合は， t妻合
管を形成することなく，接合突起が肥大し融合するこ

とによって起こる。へテロタリッグで単一媛合胞子型

である。接合胞子は，球形で2又または3叉に2度分

枝した突起を有する。接合胞子の発芽は，突起を有す

る透明な胞子壁の外層と紫黒色の中層がハッチ状に持

ち上がり，そこから透明な内層に包まれ1個の色素体

を有する発芽のうが放出される。この発芽のう中で滅

数分裂が進行し完了する。その後3核は退化し， 11国

の栄養核が形成されると，色素体は発芽のうの中心

部に移動し，原形質全体は収縮する。その結果，中央

部がくびれた鼓形の細胞となる。鼓形細胞が分裂して

一方にオニノカナボウの半細胞が形成され，その中に

色素体が移動し，鼓形の半細胞には赤色の色素のみが

残される。この赤色の半細胞を除去するように新しい

オニノカナボウの半細胞が形成され，完全な栄養細胞

となる。(*東大・応微研，榊国立公害研)

(35) 0井上裕喜・小林弘:本邦産8tephanodiB・

CUB属数種について

Stephonodiscus属ケイソウは海水，淡水，汽水の

いずれの水域においても出現する分類群である。これ

まで光顕による観察および分類学的検討は行われてき

たが，分類基準とする形質がつかみにくく，電顕を用

いた微細構造についての観察においてもなお形質のつ

かみにくい分類群となっている (HELMEKE& KRI-

EGER 1961， ROUND 1981， 1982)。今回演者らは，

所属の不明確な淡水産小型 Stephanodiscus属数分類

鮮について，電顕を用いて微細構造を観察し，光顕に

よる観察結果と比較しながら分類学的考察を試みた。

本研究においては，北海道利尻姫沼，稚内大沼，秋

田県八郎潟，長野県浦池，東京都中川で採集された試

料を観察した。その結果，いくつかの分類群に分ける

ことができたが，種名を確定できたのは Stephanodis・

cus invisitatus HOHN & HELL. のみであった。 し

かしいずれの分類群聞においても以下の点で何らかの

差異が認められた。(1) 殻面の幅， (2) パターンセy

ターの有無， (3) 殻面中心部の有基突起の有無とその

方向性， (4) 胞紋東の密度， (5) 胞紋束を構成する胞

紋列の数， (6) 縁辺糠の存在する位置と形態，(7) 縁

辺有基突起の配列， (8) 殻商の凹凸の有無とその程度，

(9) 殻面と殻套との移行部の形態，剛縁辺有基突起

および唇状突起の形態と位置。(東学大・生)

(36) 0前川行幸・喜田和四郎:アラメ・カジメ群落

の生産構造について

一般的に，植物群落の構造や更新を規制する;最大の

要因は，空間的な群落密度と関連した群落内部の光環

境と考えられる。そこで，アラメ・カジメ群落につい

て，それらの立体構造と光要因との関係を明らかにす

る目的で，これら群落の生産構造を比較検討した。

三重県志摩半島沿岸のアラメ・カジメ群落について，

それぞれに茎長組成が異なると思われる6地点ずつを

選定し， 1 x 1 mのコドラートを用いて調査を行った。

アラメ群落はカジメ群落に比べ2-3倍の葉量密度を



もつが，両種ともよく発達した群落で‘は広葉型の生産

構造を示し，刈り取り後約 1年の再生した訴終ではイ

ネ科型であった。非同化器官(茎部)の割合は陸上植

物群落に比べ小さい。

アラメ群落では， (団体群密度は12-21個体1m2と小
さく，3令以上の大型群の占める割合が大きい。若令

小型群は鮮洛底部の相対照度が10%以上でわずかにみ

られる程度である。これに対しカジメ群落では，大型

群の密度が高い場所で，群落底部の相対照度が8-10

%に低下しでも多くの若令小型群が出現する。また大

型群の密度が低く，群落底部の相対照度が10%以上の

場所では，茎長10cm以下の小型群は 90-130(間体1m2

の高密度であった。このように大型群の密度の大小に

より，葉量や光環境の立体的な層構造に変化がみられ

た。 (三重大・水産)

(37) 0前川行幸・喜田和四郎:アラメ・カジメ群落

における年級群交代について

アラメ・カジメ群落の構造や形成機構を明らかにす

るため，これまでそれらの分布構造や相対生長等につ

いて研究を進めてきたが，ここではこれら群落の年級

群交代の過程について報告する。

三重県志摩半島沿岸のアラメ・カジメ群落内に 1x 

3mの半永久コドラートをそれぞれ2ケ所ずつ設置し，

1982年から1984年にかけて， 2 -3ヶ月間隔でコドラ

ート内に肉眼視されたすべての個体について茎長・生

育位置等を測定した。茎長組成から年級群への分離は

赤嶺(1982)の方法により行い，複合対数正規分布曲線

として表わした。

この方法ではアラメ・カジメ共に3令以上の群は分

離できなかったが，分離された各年級群は季節の経過

とともに連続して追跡することができ，その茎長範囲

は年輪から推定した値とほぼ一致していた。両種共12

月から翌年3月にかけて発芽し，その後約半年間の減

耗が大きい。また，同一年級群であっても発芽時期の

ずれ等により 2群に分離する場合もみられた。アラメ

群落では 3令以上の大型群が2年以上にわたって優

占し， 1 -2令の若令小型鮮の占める割合が小さかっ

た。これに対しカジメ群落では，複合多年級鮮により

構成され，特定年級群が優，!iすることはなく，各年級

群が順次交代した。このようにアラメ群落とカジメ群

落では年級群交代の様相にかなりの差異がみられてい

る。(三重大・水産)

(38) 野崎久義:Gonium Bociale (緑藻・オオヒゲ
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マワリ目)の接合子の発芽について

4細胞性の遊泳群体をもっ GOlliumsocialeの有性

生殖に関しては STARR(1955)とSTEIN(1959)が

培養株を用いて報告しているが，本種の接合子の発芽

はいまだ観察されていない。演者は神奈川県横浜市よ

り係駁した G.sociale var. sociale の有性生殖を培

養条件下で誘起し，媛合子を大量に得て，低温処理と

暗処理をすることによりそれらを発芽させ，その過程

を光顕観察した。

発芽直前になると赤禍色の接合子は緑色に近くなり，

接合子の原形質は2回分裂して4個の gonecellが嬢

合子の壁の中にできる。接合子の外側の壁は破れ，内

側の壁が膨張し突出してくる。 4個の gonecellはし

だいに壁の中で分離し始め，突出した内側の壁の先端

が破れ，そこからぱらぱらに放出される。各 gone

cellは等長2鞭毛型で長卵型をしており， 12時間程

遊泳をする。その後，鞭毛を失い細胞分裂して新しい

gone colonyとなる。

この発芽様式は G.pectoraleや G.multicoccum 

の4細胞性の群体 (germcolony)が接合子の壁より

遊出するということと異なり，群体遊泳型緑藻の

Volvox科や Astrephomene科の中でも特異である。

また， G. socialeでは媛合する同大の2個の配偶子の

片方だけに接合突起(matingpapi1la)をもっ点(野崎・

日本藻類学会第7回大会発表)もこれら2科の中では

特異であり， G. socialeがこれら群体遊泳型緑藻とは

異った系統的位置にあることが推測される。

(慶応義塾高)

(39) 0鳥海三郎*・斉藤実料・根本敬久料*:渦腹

毛漢の1新科Diplopaaliaceae

渦鞭毛藻に属する Diplopsalislenticulaが，BERGH

(1882)によって報告されて以来，種の同定について，

幾多の議論がなされてきた。このことは，原記載に種

の同定に必要な鎧板の構成が記されていないことに起

因すると考えられる。その間，本種に類似した生物が

いくつか見出され，これらの種に対し，なかには新属

も提案された。今日では， これらの生物は Diplop-

salis groupに包含され，渦鞭毛務綱(Dinophuyceae)

のベリディニウム目 (Peridiniales)ベリディニウム科

(Peridiniaceae)に位置づけられている。

演者らは，この groupに属する生物を本邦沿岸よ

り録集し，走査電子顕微鏡により観察した結果，既に

発表された AB企(1981)の分類学的知見が，このgroup
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の基本となるとの結論を得たが，更に若干の知見を加

え，この groupを渦縦毛藻綱のベリディニウム科よ

り分離して，新科ディフ.ロプサリス;科(Diplopsalia-

ceae)とすることを提案したい。

この新科に属する生物は，過去の文献上の知見を含

めて， 9属に 1新属を加え， 22種が認められる。

(ホ横浜市立東高，紳横浜国大・教，紳*東大・海洋研)

(40) 鯵坂哲朗:ナガマツモ自の培養による生活史の

研究

演者は，近畿地方の太平洋岸および日本海岸に生育

するナガマツモ目 5科10属16種について，その繕養に

よる生活史の研究を行った。

macrothallusや microthallusに形成された生殖器

官からの胞子の発生には2型または多型現象が認めら

れ，それらは培養条件(水温や日長)に依存する場合

と採集地の個体群の特性と考えられる場合とがあった。

ナガマツモ目の生活史は次の6つのパターンに区別

できた。

1). 栄養体部分の離脱による繁殖。 2).macroth-

allusの複子のう由来の胞子による macrothallusの

直俊形成。 3).単子のう由来の胞子聞の後合による

macrothallusの直擁形成。 4).単子のう由来の胞子の

発生過程での vegetativediploidizationによる ma-

crothallusの直J変形成。 5).microthallusの複子のう

由来の胞子の発生過程での vegetativediploidization 

による異型世代交代。 6).microthllusの複子のう由

来胞子聞の陵合による異型世代交代。

ナガマツモ目では，これらのパターンの単独または

いくつかの組み合わせによって，それぞれの種の生活

史が構成されている。(京大・農)

(41) 0川口栄男・吉田忠生 Kintokiocolaxag-

gregato-ceranthaキントキヤドリの生箔器官の

構造とその所属について

Kintokiocolax aggregato-cerantha キントキヤド

リは1960年に田中と野沢により発表された寄生紅藻で

ある。彼等によれば，この種は Carpopeltisangusta 

キントキ上に，淡黄色ないし赤紫色の角状あるいは嫡

状の小突起として存在する。その生殖器官は， 3 -4 

細胞からなるカルポゴン枝が直媛助細胞と連結する。

四分胞子のうは長円形で十字状に分裂する。これらの

特徴から田中と野沢は，この種をスギノリ目に含める

べきことを述べた。しかしながら，和歌山県で得られ

たキ γトキ上の寄生紅藻と考えられる材料を演者らが

検討した所，田中と野沢の言う根様糸の存在は認めら

れなかった以外は，体の外形，内部構造の点で，本藻

は上記キントキヤドリによく一致することが確認され

た。これらの材料を，特にその生殖器官を中心に精査

した結果，以下の点で田中と野沢とは異なる知見が得

られた:(1) 2細胞からなるカルポゴシ枝は助細胞とは

離れて存在し，両者はそれぞれ特別な細胞枝叢中にあ

る。 (2)助細胞からの造胞糸の切り出しは連結糸との接

触後におこり，この連結糸は受精した造果器から切り

出されてきたものと考えられる。これらの特徴は，本

藻をスギノリ目ではなく，カグレイト目ムカデノリ科

に含めるべきことを示唆する。(北大・理・植)

(42) 林田文郎:駿河湾におけるホンダワラ類の分布

について

駿河湾においては，ホ γダワラ科海藻が密生，繁茂

するいわゆるガラモ場の生態に関する研究は極めて少

ない。そこで演者は駿河湾におけるホンダワラ類の種

類組成並びにその水平・垂直分布の実態を明らかにす

る目的で，1975年4月より本研究に着手し，その後1976，

'80， '81， '83， '84年の6ヶ年聞にわたり調査を実施

した。調査は各年とも繁茂期の4-6月に重点的に行

い，スキ zーパ潜水により実施した。

本研究により，駿河湾産ホンダワラ類として全種で

20種が得られた。湾内において種類数が最も多く，ま

たガラモ場が多く見られる海域は， i湾東部の南伊豆海

岸域である。 i湾内に広く出現する種類はアカモグ，ヤ

ツマタモタで，ヒジキ，イソモタ，ノコギリモグ，ヨ

レモグ， トゲモグ，フタエモグは西伊豆海岸のみに分

布する。一方，オオパノコギリモグやジョロモグはi湾

奥部から西部にかけて分布し，とくにジョロモタは静

岡市用宗海岸付近のみに生育する。ガラモ場は一般に

低潮線付近より水深6mの範囲に見られ，その主要構

成種はヤツマタモグとマメダワラである。種類別では

マメダワラが最も深所まで生育し，水深約16mまで見

られた。ついでノコギリモク，コプグロモタ，ヨレモ

グモドキが比較的深所の水深約8mまで生育していた。

(東海大・海洋)

(43) 0渡辺研太郎事・佐藤博雄**・神田啓史*・高橋
永治*紳:昭和基地周辺定着氷域における leeAlgae

現存量および種組成の季節的消長

南極域の海氷には珪藻類を主体とした icealgaeと

呼ばれる微細藻類群集が生育し，南極氷海域の生態系

において一次生産の少なからぬ部分を担っていると考



えられている。演者らは第24次南極地域観測 (1982-

84)において，昭和基地周辺の定着氷上に定点を設け，

1983年3月から1984年1月にかけて調査を行ない，海

氷中の Chl.aの時空間分布を明らかにした。その結

果， ice a!gae群集には大別して3つあり， 同一地点

でも各群集の種組成が異なることがわかった。すなわ

ち，昭和基地周辺の定着氷域で最も多く見られる海氷

下部の詳集と，海氷中部に現われる群集，および海氷

上方の積雪が固化した部分に見られる群集である。海

氷下部の群集は秋と春の2回の現存量極大をもち，

Amphiprora， Berkeleya， Nitzschia， Pleurosigma 

などの羽状目珪藻類が優占していた。一方海氷中部の

群集は秋の結氷初期から Chl.a現存量として高い値

を示したものの大きな増加は見られず，Actinocyclus， 

Biddulphia， Eucamj>l九 Rhizosoleniaなどの中心目

玉主藻類が優占していた。これら icea!gae群集の形成

には，積雪・氷厚で規定される光環境および海氷形成

時の状況が大きく影響を及ぼしていると考えられる。

(*極地研，紳東水大，紳*神戸大)

(44) 渡辺仁治・0山本真規子:Peridinium bipeB 

の増殖に及ぼすキレート剤の影響

奈良県十津川村風屋ダム湖における淡水赤潮の発生

原因種である Peridiniumbipesを用いて，本種の増

殖へ及ぼすキレート剤の影響について調べた。

材料としては，赤潮発生時のダム抑lの表層水を深水

しガラスフィルター(100-120μm)で総過した後，人

工の倍養液に慣らすために約半月間プレカルチャーし

たものを用いた。又培養液は1983年に植田が本種の培

養に用いたものを基準液とし，そこへキレート剤(ド

ータイト GEDTAグルコールエーテルジアミン四酢

酸)を種々の濃度で加えたものを用いた。培養は温度

18:t20C，照度 20001ux，L: D= 14: 10の条件下で

約一ヶ月間，静置培養を行なった。その結果から，本

積の増殖に関して若干の知見を得たので報告する。

(奈良女子大・理・生)

(45) 0吉武佐紀子h 猪口真美林:実験池における

植物プランクトンの季節変化

1982年5月に作成した実験池(1.3x1.3X1.1m) 

に出現した植物プランクトンの季節変化について，実

験池作成当初から二年間にわたる計50回の調査結果に

基づいて報告する。

プラングトンの出現種数は二年間を通じて少なく，

2taxaから18taxaであった。その数は，湛水後の時間
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を経過するに従って増加する傾向にある。優占種の変

化をみると， 1982年6Hから8月までは Melosirasp. 

が出現し，その後は緑穫の Tetraedronminimum v. 

scrabiculatum， Ch四datellasubsulsa， Pectodictyon 

pyramidale， Chlorella sp.，ケイ務の Nitzschiapalea， 

ラン藻の Synechocystissp.の出現が見られた。

細胞数から現存量を見ると， 1982年の11月， 12月に

ピーグ(約 Wcells/O.1m!)がみられるがその後1983

年7月下匂に急に減少するまで(約 103cell/0.1m!)， 

1 -6 X 1Q3cells/0. 1m!の範囲での変化がみられる。

調査期間中最も細胞数が減少したのは1984年2月およ

び3月であった(約4-9 X 10cells/0. 1m!)。今回は

二年聞を通じての植物プランタトンの個体数の変化，

種構成の変化を環境要因と関連づけて解析してみる。

(*神奈川歯科大・生，紳日本工学院・環境工学)

(46) 福島 t~* ・小林艶子紳・寺尾公子*・ 0志村直

美地・矢部きち子*帥:福島県滝谷川の付着藻

只見川の支川i竜谷川の沌谷橋下流 100m(st. 1)，八

木沢橋上流50m(st.2)，松橋下流 100m(st. 3)の3

地点で， 1984年4J116日， 5 H 1日， 11日， 22日， 28

日， 6 JJ 4日， 15日， 22日， 7Jc13日， 16日，Z7日，

8 n10日，Z7日の13回調査を行なった。付着藻の現存

量，多様性，ベッグの生物指数，清浄度，汚濁度，汚

濁指数，ザプロピ指数，優占種の変化の状況について

報告する。

(*東女体大，紳横浜市大・文理・生*ホホ神奈川薬剤

師会・公害衛試)

(47) 0居平昌土・熊野茂:珪藻遺骸カ、らみた北海

道厚岸町における完新世海退時の古環境

1984年6月，厚岸町栽培漁業センター前で採取した

堆積物(長さ3.75mのコアサン7'ル)について珪藻分

析を行なった。

分析の結果，深度8.50m-4. 25mでは，Cocconeis 

scutellum (海)， Synedra tabulata (海ー汽)が優占

する。ここでは，海水凄種が35%以上産出するものの，

汽水言語種も同程度産出する。また，オオノガイ，アサ

リ，ウミニナ等の海謹二枚貝及び巻貝の破片も見つか

ってし、る。

深度 4.25m-3. 35mでは，Nitzschia granulata 

(i毎)， Coccolleis scutellum (海)， Melosira sulcata 

(海)等が優占する。ここでは，海水棲種が70~杉以上

産出し，汽水接種は209語以下に減少する。

i~度3.35m以上では，Eunotia praerupta var. bi. 
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dens(i炎)， Achnanthes lanceolata (淡)， Hantzschia 

amphioxys f. capitata (淡)，等が優占する。ここで

は，淡水懐種が80%以上を占める。特に，深度3.35m 

-1. 75mでは，海水接種は，ほとんど出現しない。ま

た，海水環境から淡水環境への変化は，急激であった

と考えられる。

深度8.50mの層準から産出した海棲二枚貝の 14C年

代は， 6240::!::220 y.B.P.であった。

(神戸大・理・生)

(48) 0原 成光・図上英一郎:オーストラリア南方

海域における東経150度に沿った原生生物の分布

東京水産大学所属・海鷹丸の BIOMASS-SIBEX

航海(1983-1984)において，オーストラリア南方海

域の東経 150度に沿った表面海水試料が得られた。同

海域の原生生物の質的・量的特徴を把握量するため，光

学および電子顕微鏡学的観察を行なった。

同海域には北から亜熱帯収束線(STC)，亜南極前線

(SAF)，南極前線 (APF)の3つの前線が存在する。

これらの前線の原生生物の分布に対する作用には，そ

れぞれ特徴が認められた。南方に分布する種の分布の

北限は，主として APFかSTCに見られ，北方に分

布する種の分布の南限は，主として SAFにあった。

この傾向は原生生物の各群において共通して見られた。

これらの前線以外に， SAFと STCとの聞において，

浮遊原生生物鮮の分布の質的・量的不連続が見出ださ

れた。これらの特徴について詳述する。

(神戸・大自然科学研)

(49) 0原成光・高橋永治:Heteropleura cruc-
iformi8 (LEADBEATER) gen. nov.， comb. nov. 

(機綬毛綱・アカントエカ科)

本種は LEADBETER(1974)により Salpingoeca属

に S.cruciformisとして記載された。その際，本種

の殻が珪酸質の骨片より構成されることが示された。

しかし Salpingoeca属を含むサルピンゴエカ科は，

有機質の殻を持つことを特徴としている (NJRRIS，

1965; THOMSEN， 1977)。従って本種をSalpuzgoeca

属に含めることは妥当でなく，珪酸質の殻を持つこと

を特徴とするアカシトエカ科に新属 Heteropleuraを

設け，本種を移すべきだと判断した。 Heteropleura

属は非対称的構造の殻を持つことを特徴としている。

また後稼が2本であること，極めて大きさの異なる2

種類の骨片によって殻が織成されることも特徴的であ

る。

本種は神戸市塩屋海岸の表面海水中に，比較的低水

温期 (8.6一17.20C)， lml当り 0-数個体出現した。

(神戸大・自然科学研)

(50) 0池原宏ニh 佐野修料:佐渡海峡における

流れ藻の季節変化

日本海の対馬暖流域には流れ藻が比較的多いが，そ

の知見は極めて少なく，九州北部海域(吉田， 1963) 

の報告があるに過ぎない。そこで，佐渡海峡の流れ藻

調査 (1981年6月四lHlと1982年5月)と新潟沿岸に

打上げられた海藻の調査(1981年12月四1982年4月)

を実施した。

佐渡海峡で観察された流れ藻は31種と，これに着生

する26種の海藻から構成され，春にアカモグ，夏にノ

コギリモグ，秋にオオパモグ，ヨレモグ，冬にアカモ

グ，ホンダワラが卓越し，量的にはアカモグ (30%)，

ノコギリモグ (27%)，ヤツマタモグ (20%)などの

ホンダワラ類が96%を占めた。これらの乾燥歩留りは

12-24%-('，若い灘体で商い傾向がある。ホンダワラ

類の生長は冬~初夏に最大となり，成熟期とほぼ一致

する。

佐渡海峡と九州北部沿岸の流れ藻の構成種，出現時

期，割合はフシスジモグを除きほぽ一致するので，日

本海沿岸のホシダワラ藻場の組成は類似していると考

えられる。一方， 6月のヒジキは 50cmと長いことか

ら，その起源は九州沿岸と推定された。新潟市沿岸は

砂浜海岸で，古いテトラポットにアカモグとミヤベモ

クが生育しているが，打上げ藻の大部分は他のホンダ

ワラ類 (12種)であったので，この起源は遠方からの

流れ藻と考えられた。

(*日水研，料金沢水族館)

(51) 0太田雅隆*・ニ宮早由子料: ホンダワラ類の

垂直分布と海水流動度合の関係

ホンダワラ類の垂直分布と海水流動との関係を知る

ために，若狭湾大島半島において， 1982年9月に予備

調査を， 1983年3月に本調査を行った。調査水深は2

-10mとし，ホンダワラ類の分布状況については種別

被度を，海水流動の指標としては海底に設置した半球

形石膏(JII井ほか， 1982)の2昼夜間における溶解量

を，それぞれ用いた。

①2昼夜間の溶解量は，同一地点聞の変動が小さく，

地点相互間では最大で4倍の差があり， i支所で大きく，

水深の増大とともにi威少する傾向が認められた。従っ



て，この値は海水流動の度合を反映する指標として有

効であると判断した。②調査水域には，ホンダワラ属

9種が出現した。③ノコギリモグは，海水流動の比較

的少ない水深6m以深に主に生育していたが， i.支所で

も海水流動の少ない所では，他の場所よりも分布を浅

い方にまで拡げていた。④ヨレモグ，アカモグ，イソ

モグの3種は，流動度合が最大の浅所から，流動度合

が中程度になる水深域に生育していた。このうち，イ

ソモグの主要な分布域は浅所にあった。⑤他の5種は

主として流動度合が中程度の所に生育していた。その

うち，マメタワラとフシスジモグは浅所に，オオパモ

グは深所に，ヤツマタモグとホンダワラは広い水深範

囲に分布する傾向が認められた。

(*海生研，紳東京久栄)

(52) 0新井朱美・三浦昭雄:タマハハキモクの室内

培養における生長と成熟

1984年5月に千葉県小湊のタイドプールに生育して

いたタマハハキモグ Sargassummuticumから採卵

を行い， PESI 培地を用いて， 31%0， 150C， 40001ux 
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の条件下で培養を行った。 14L:IODの長日条件と 10

L: 14Dの短日条件の両条件について，通気培養の場

合と静置培養の場合を設定し，それぞれ10個体ずつ培

養を行い， 2週間ごとに生長・成熟を観察比較した。

結果は以下のとおりであった。

5-7週目，初期葉が5-6枚の頃から主枝が形成

され始め， 14週目，藻長4cm位から気胞が観察され

始めた。主枝の長さは，通気培養の場合，短日条件の

藻体が長日条件の藻体よりかなり長くなり， 34週自に

は短日条件における平均藻長は20cmを越えたが，長

日条件のそれは 10cm以下であった。静置培養におい

ては長日・短日条件ともに18週目頃から菜および主枝

の脱落が激しく，平均藻長は5cmを越えなかった。

生殖器床の形成は，通気培養の場合，長日条件で24

週目に2個体に，短日条件で30週自に5個体に認めら

れた。放卵は各個体とも 2回以上行われ，自家受精す

ることが確認でき，受精卵は正常に発育した。静置培

養の場合は34週目においても生殖器床は形成されなか

った。

(東水大・増殖)




